
（1） No.346

No. 

346　

令
和
元
年
７
月
15
日
発
行

発
行
・
編
集　

連
合
駿
台
会

　

発
行
人　

広
報
委
員
長
・
齋
藤
柳
光

　

編
集
人　

事
務
局
・
矢
嶋
ま
ゆ
子

〒
101- 

0052
千
代
田
区
神
田
小
川
町
三
︱
二
二

　
　
　
　

明
治
大
学
「
紫
紺
館
」
内

電
話
（
〇
三
）
三
二
九
六
︱
四
七
四
七

印
刷　

有
限
会
社　

美　

創

十
五
周
年
記
念
例
会
を
含
む
）・
総
会
…
六
回
、
②

理
事
会
…
四
回
、
③
そ
の
他
〈
正
副
会
長
会
…
一

回
、
ビ
ジ
ネ
ス
勉
強
会
…
一
回
、
ビ
ジ
ネ
ス
勉
強
会

＆
グ
ル
メ
交
流
会
…
一
回
、
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
…
二
回
、
新
入
会
員
歓
迎
会
…
一
回
、「
名
瀑
鑑

賞
と
足
利
の
史
跡
を
訪
ね
る
」
バ
ス
ツ
ア
ー
…
一

回
、
ラ
グ
ビ
ー
明
慶
戦
観
戦
と
懇
親
会
…
一
回
、
運

営
委
員
会
…
六
回
、
大
学
支
援
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
…
二
回
、
各
委
員
会
〉、
④
会
報
発
行
…
六
回
、

⑤
会
員
状
況
）
に
つ
い
て
、
当
山
明
彦
専
務
理
事
か

ら
報
告
が
あ
っ
た
。
会
員
数
に
つ
い
て
は
、
新
入
会

員
は
二
十
九
名
、
退
会
会
員
が
昨
年
並
み
の
十
八
名

に
と
ど
ま
っ
た
た
め
、
年
度
末
の
会
員
数
は
十
一
名

増
加
し
て
、
三
百
六
十
二
名
と
な
っ
た
。

▽
平
成
三
十
年
度
の
収
支
計
算
書
・
貸
借
対
照
表
・

財
産
目
録
に
つ
い
て
は
、
小
山
修
財
務
委
員
長
よ
り

以
下
の
報
告
・
説
明
が
あ
っ
た
。

・「
収
支
計
算
書
」
に
つ
い
て
は
、「
収
入
の
部
」
で

は
、
当
期
収
入
総
額
（
前
期
繰
越
取
崩
額
２
０
０

万
円
＝
六
十
五
周
年
特
別
収
入
を
含
む
）
は
２
２

２
３
万
７
６
２
８
円
（
予
算
額
２
１
６
６
万
円
・

第
六
十
五
回
連
合
駿
台
会
総
会
を
開
催

第
六
十
五
回
連
合
駿
台
会
の
通
常
総
会
が
、
令
和

元
年
五
月
十
七
日
、
明
治
大
学
「
紫
紺
館
」
三
階
会

議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
先
年
度
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

（
新
井
久
晴
氏
、
庵
原
宏
章
氏
、
横
村
武
宣
氏
）
お

よ
び
、
先
月
逝
去
さ
れ
た
野
口
昌
宏
氏
に
黙
祷
が
捧

げ
ら
れ
た
後
、
田
村
駿
会
長
は
開
会
を
宣
言
し
、
規

約
の
第
五
章
・
第
13
条
に
従
い
、
会
長
が
議
長
と
な

り
、
議
案
の
審
議
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
第

一
号
議
案
・
第
二
号
議
案
は
関
連
性
の
高
い
も
の
な

の
で
、
両
議
案
の
説
明
後
に
一
括
し
て
質
問
を
受
け

た
後
、
決
議
に
入
り
た
い
と
の
提
案
が
議
長
か
ら
あ

り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
、
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

〇
第
一
号
議
案

平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
書
、
収
支
計
算
書
、
貸

借
対
照
表
・
財
産
目
録
の
報
告
、
な
ら
び
に
監
事

に
よ
る
監
査
報
告
承
認
の
件

▽
平
成
三
十
年
度
の
事
業
報
告
（
①
例
会
（
創
立
六

対
予
算
比
一
〇
二
・
七
％
）。
内
訳
で
は
年
会
費

収
入
が
１
５
１
１
万
４
５
０
０
円
（
予
算
額
１
５

０
０
万
円
・
対
予
算
比
一
〇
〇
・
八
％
）、
例
会

費
収
入
が
４
３
１
万
円
（
予
算
額
３
９
５
万
円
・

対
予
算
比
一
〇
九
・
一
％
）、
広
告
費
収
入
81
万

円
（
予
算
額
70
万
円
・
対
予
算
比
一
一
五
・
七
％
）

と
、
す
べ
て
予
算
額
を
上
回
っ
た
。

・「
支
出
の
部
」
で
は
、
総
務
費
関
係
は
６
２
１
万

７
１
５
９
円
（
予
算
額
５
３
７
万
円
・
対
予
算
比

一
一
五
・
八
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
事
務
通
信
費

（
対
予
算
比
プ
ラ
ス
一
八
・
六
％
）
備
品
消
耗
品

費
（
対
予
算
比
プ
ラ
ス
五
三
・
八
％
）、
印
刷
費

（
対
予
算
比
プ
ラ
ス
三
九
・
二
％
）、
雑
費
（
対
予

算
比
プ
ラ
ス
二
五
・
一
％
）
と
い
ず
れ
も
予
算
よ

り
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
。
事
業
費
の
各
委
員
会
運

営
費
で
は
、
一
番
大
き
な
予
算
を
組
む
総
務
・
事

業
委
員
会
費
（
六
十
五
周
年
特
別
収
入
を
含
む
）

が
９
７
０
万
８
６
２
４
円
（
予
算
額
９
８
５
万

円
・
対
予
算
比
・
九
八
・
六
％
）
で
予
算
内
に
収

ま
っ
た
ほ
か
、
す
べ
て
の
委
員
会
が
予
算
未
達

で
、
五
委
員
会
の
総
額
で
は
１
５
４
３
万
８
８
６

５
円
で
、
予
算
額
１
５
７
５
万
円
に
対
す
る
対
予

算
比
は
九
八
・
〇
％
、
31
万
円
ほ
ど
の
黒
字
だ
っ

た
。
そ
の
他
慶
弔
費
も
合
わ
せ
、
当
期
支
出
合
計

は
２
１
７
３
万
６
０
２
４
円
と
な
り
、
当
期
収
支

差
額
も
50
万
１
６
０
４
円
と
の
黒
字
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
次
期
繰
越
収
支
差
額
は
３
９
５
５

万
８
９
７
７
円
と
な
っ
た
。
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・「
貸
借
対
照
表
」
で
は
、
借
方
「
資
産
の
部
」
が

小
口
現
金
・
み
ず
ほ
銀
行
普
通
預
金
・
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
普
通
預
金
・
み
ず
ほ
銀
行
定
期
預
金
・
Ｍ
Ｍ

Ｆ
・
電
話
加
入
権
の
合
計
額
５
８
１
７
万
４
１
７

７
円
で
貸
方
「
負
債
・
正
味
財
産
の
部
」
の
額
と

一
致
し
て
い
る
。
年
度
末
の
正
味
財
産
は
５
７
５

５
万
８
９
７
７
円
と
な
っ
た
。

▽
監
査
報
告
（
二
宮
充
子
監
事
）

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
規
約
第
六
章
・
第
18
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
令
和
元
年
五
月
十
五
日
付
け
で
二
宮

充
子
監
事
・
坂
田
英
夫
監
事
が
監
査
を
し
た
結
果
、

会
務
の
執
行
は
当
会
の
規
約
に
従
い
、
総
会
並
び
に

理
事
会
の
決
議
に
基
づ
き
誠
実
に
行
わ
れ
て
お
り
、

一
般
会
計
は
い
ず
れ
も
適
正
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、

計
算
書
類
は
本
会
の
収
支
及
び
財
産
の
状
況
を
正
し

く
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

〇
第
二
号
議
案

各
委
員
会
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
令
和

元
年
度
事
業
計
画
（
案
）・
活
動
予
算
（
案
）、
並

び
に
収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件

＊

▽
総
務
・
事
業
委
員
会
　
鈴
木
隆
志
委
員
長

〈
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
〉

①　

例
会
六
回
（
含
む
総
会
・
駿
台
懇
話
会
）、
理

事
会
五
回
、
正
・
副
会
長
会
一
回
、
運
営
委

員
会
六
回
を
開
催
。
特
に
九
月
は
「
六
十
五

周
年
記
念
例
会
」
と
し
て
多
数
の
来
賓
を
お

迎
え
し
、
祝
賀
会
を
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ

ス
で
開
催
し
た
。

②　

新
規
会
員
の
定
着
・
懇
親
の
た
め
の
事
業
（
ビ

ジ
ネ
ス
勉
強
会
＆
グ
ル
メ
交
流
会
、
新
入
会

員
歓
迎
会
）
を
開
催
し
た
。

③　

会
員
相
互
の
親
睦
会
（
バ
ス
旅
行
、
ラ
グ
ビ
ー

観
戦
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
二
回
）
を
開
催
し
た
。

〈
令
和
元
年
度
事
業
計
画
・
活
動
予
算
（
案
）〉

①　

令
和
元
年
度
年
間
計
画
に
基
づ
き
、
前
年
に
引

き
続
き
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
。

②　

例
会
出
席
者
向
上
の
た
め
に
魅
力
あ
る
楽
し
い

例
会
の
企
画
を
検
討
す
る
。

③　

新
規
会
員
の
定
着
・
懇
親
の
た
め
の
事
業
（
ビ

ジ
ネ
ス
勉
強
会
＆
グ
ル
メ
交
流
会
、
新
入
会

員
歓
迎
会
）
を
引
き
続
き
開
催
す
る
。

④　

会
員
相
互
の
親
睦
会
（
バ
ス
旅
行
等
、
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
）
を
開
催
す
る
。

⑤　

会
員
の
結
束
の
意
味
も
含
め
、
会
員
バ
ッ
ジ
を

制
作
し
、
配
布
す
る
。

【
活
動
予
算
】
９
３
０
万
円
（「
会
員
バ
ッ
ジ
制
作

特
別
費
用
」
２
５
０
万
円
を
含
む
）

▽
組
織
・
会
員
増
強
委
員
会
　
髙
澤
徹
委
員
長

〈
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
〉

①　

委
員
会
の
開
催

六
回
開
催
し
入
会
審
査
の
実
施
と
、
理
事
会

上
程
お
よ
び
持
ち
回
り
理
事
会
（
二
回
）
等
、

速
や
か
な
承
認
手
続
き
の
遂
行
を
し
た
。

②　

会
員
増
強
活
動
の
推
進

入
会
者
…
目
標
三
十
名

〈
実
質
〉
新
規
入
会
者
（
二
十
九
名
）、
入
会
承

認
者
（
十
二
名
）	

計
四
十
一
名

※
入
会
承
認
者
十
二
名
の
内
訳
（
入
会
金
未

着
者
…
五
名
、
三
月
入
会
承
認
者
…
七
名
）

〈
内
訳
〉
新
社
長
・
役
員
リ
ス
ト	

二
十
三
名

会
員
ご
紹
介	

十
八
名

③　

会
員
の
例
会
出
席
率
の
向
上
策
の
検
討
と
実
施

会
員
ご
紹
介
に
よ
る
入
会
希
望
者
の
同
伴
費

用
は
例
会
四
名
、
六
十
五
周
年
記
念
例
会
五

名
、
計
九
名
と
な
り
、
入
会
促
進
に
つ
な
が
っ

た
。

総
務
・
事
業
委
員
会
と
連
携
し
て
、
二
月
に

新
入
会
員
歓
迎
会
を
開
催
し
た
。

〈
令
和
元
年
度
事
業
計
画
・
活
動
予
算
（
案
）〉

①　

委
員
会
の
開
催

年
六
回
を
目
安
に
入
会
審
査
の
実
施
と
速
や

か
な
承
認
の
手
続
き
の
遂
行
を
行
う
。

②　

会
員
増
強
活
動
の
推
進

新
社
長
・
役
員
リ
ス
ト
・
大
学
と
の
懇
談
会

参
加
者
等
に
よ
る
活
動
と
会
員
ご
紹
介
を
推

進
す
る
。
会
員
ご
紹
介
に
よ
る
入
会
希
望
者

の
例
会
同
伴
費
用
を
無
料
と
す
る
。

③　

会
員
の
例
会
出
席
率
の
向
上
策
の
検
討
と
実
施

を
図
る

【
活
動
予
算
】
20
万
円
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▽
広
報
委
員
会
　
斎
藤
柳
光
委
員
長

〈
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
〉

①　

会
報
（
第
三
三
九
号
〜
三
四
四
号
）
を
定
期
刊

行
し
て
、
会
員
相
互
の
情
報
を
共
有
し
て
会

の
運
営
の
円
滑
化
を
図
り
、
広
報
委
員
持
ち

回
り
で
編
集
後
記
を
積
極
的
に
出
稿
し
た
。

②　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
を
全
面
的
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
ス
マ
ホ
対
応
な
ど
の
機

能
を
強
化
し
て
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の

内
容
並
び
に
会
の
活
動
リ
ポ
ー
ト
を
最
大
限

ア
ッ
プ
し
た
。

予
定
告
知
も
も
れ
な
く
入
れ
て
、
さ
ら
に
寄

稿
ペ
ー
ジ
を
会
員
に
活
用
い
た
だ
き
、
反
響

も
大
だ
っ
た
。

③　

年
賀
名
刺
広
告
は
「
会
報
へ
の
資
金
援
助
」
の

理
解
の
も
と
、
昨
年
を
上
回
る
協
力
を
得
た
。

〈
令
和
元
年
度
事
業
計
画
・
活
動
予
算
（
案
）〉

①　

全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
Ｈ
Ｐ
の
活
用
を

一
層
強
力
に
推
し
進
め
、
情
報
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
化
を
図
り
、
一
層
の
会
員
の
寄
稿
な

ど
の
協
力
を
得
て
、
大
学
や
関
係
機
関
団
体

な
ど
と
リ
ン
ク
し
て
、
会
の
広
報
活
動
を
積

極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
学
外
の
一
般
広
報

媒
体
を
通
し
て
も
、
機
会
あ
る
ご
と
に
母
校

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
の
連
合
駿
台

会
の
存
在
感
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

②　

現
時
点
で
百
六
十
九
人
に
許
諾
い
た
だ
い
た
携

帯
電
話
番
号
を
使
う
Ｓ
Ｍ
Ｓ
の
周
知
を
、
新

年
度
か
ら
実
用
化
す
る
。
当
面
は
例
会
等
の

リ
マ
イ
ン
ド
連
絡
な
ど
で
発
信
作
業
を
し
て

い
く
。

③　

明
治
大
学
広
報
を
通
し
て
会
に
諮
問
さ
れ
て
い

る
母
校
支
援
活
動
の
一
環
と
し
て
、
大
学
支

援
広
告
費
を
提
供
す
る
（
70
万
円
の
予
算
を

計
上
）。
連
合
駿
台
会
コ
ー
ナ
ー
を
常
設
し
て
、

会
の
存
在
価
値
と
活
動
意
義
を
知
ら
し
め
る
。

④　

上
記
②
③
の
新
規
活
動
費
捻
出
の
た
め
、
年
賀

名
刺
広
告
収
入
１
０
０
万
円
達
成
を
目
指
す
。

【
活
動
予
算
】　

３
０
０
万
円

▽
大
学
支
援
委
員
会　

浅
井
宏
委
員
長

〈
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
〉

①　

学
術
賞
・
学
術
奨
励
賞
を
一
月
十
六
日
の
駿
台

懇
話
会
に
て
授
与
。
学
術
賞
一
名
、
奨
励
賞

一
名
、
学
術
賞
・
鍾
家
新
教
授
が
代
表
し
て

記
念
講
演
を
行
っ
た
。
な
お
学
術
奨
励
賞
一

名
の
辞
退
者
が
出
た
。

②　

連
合
駿
台
会
寄
付
講
座
を
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ロ
ン

ト
・
ホ
ー
ル
に
て
、
春
期
・
秋
期
の
講
座
を

実
施
。

・
春
期
（
六
月
十
四
日
）
榎
本
知
佐
氏
（
㈱

日
立
製
作
所　

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
）

・
秋
期
（
十
一
月
九
日
）
桑
島
壮
一
郎
氏
（
Ｇ

Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ　

Ｓ
Ｉ
Ｘ
リ
テ
ー
ル
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
㈱　

代
表
取
締
役
社
長
）

③　

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ス
キ
ル
（
Ｆ
Ｓ
）
養
成
講
座

（
商
学
部
・
経
営
学
部
）
を
会
員
企
業
８
社
の

協
力
で
実
施
。
Ｆ
Ｓ
講
座
の
延
長
線
と
し
て

新
企
画
「
学
生
対
抗
プ
レ
ゼ
ン
大
会
」
を
、
ま

ず
商
学
部
と
連
携
し
て
実
施
。

次
年
度
へ
向
け
担
当
二
学
部
よ
り
２
講
座
の

増
設
要
請
が
あ
り
、
協
賛
企
業
２
社
を
追
加
。

④　

新
た
な
企
画
と
し
て
就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
事
務

室
と
連
携
し
、
新
入
留
学
生
向
け
「
日
本
企

業
へ
の
就
職
活
動
支
援
」
の
た
め
の
説
明
会

を
、
会
員
企
業
の
協
力
を
い
た
だ
き
開
催
。
年

度
内
に
追
加
開
催
を
検
討
中
。

⑤　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
お
茶
の
水
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

祭
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
例

年
通
り
協
賛
。

〈
令
和
元
年
度
事
業
計
画
・
活
動
予
算
（
案
）〉

①　

学
術
賞
・
学
術
奨
励
賞
は
前
年
度
辞
退
者
が
出

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
改
善
案
を
加
味
し
実
施

予
定
。

②　

連
合
駿
台
会
寄
付
講
座
は
、
例
年
通
り
春
期
・

秋
期
の
二
回
を
予
定
。

・
春
期
（
七
月
二
日
）
鷹
野
正
明
氏
（
㈱
ぐ

る
な
び
顧
問
／
前
㈱
三
越
伊
勢
丹
常
務
執

行
役
）

・
秋
期
（
十
一
月
二
十
九
日
）
江
崎
徹
氏
（
㈱

は
せ
が
わ　

代
表
取
締
役
社
長
）

※
秋
期
に
つ
い
て
は
、
総
会
終
了
後
に
決
定

③　

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ス
キ
ル
講
座
は
、
商
学
部
・
経



（4）No.346

営
学
部
か
ら
の
増
設
要
請
に
合
わ
せ
２
講
座

を
追
加
し
、
10
講
座
を
協
賛
10
企
業
（
新
規

２
企
業
追
加
）
の
協
力
を
得
て
開
講
。

大
学
支
援
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
答
申
に

基
づ
き
前
年
度
開
始
し
た
「
学
生
対
抗
プ
レ

ゼ
ン
大
会
」
を
、
商
学
部
と
し
て
強
化
拡
大

し
、
さ
ら
に
経
営
学
部
を
加
え
発
展
さ
せ
る

企
画
が
あ
り
対
応
し
て
行
く
予
定
。

④　

新
入
留
学
生
向
け
「
日
本
企
業
へ
の
就
職
支

援
」
活
動
を
さ
ら
に
充
実
強
化
さ
せ
る
。

⑤　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
お
茶
の
水
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

祭
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
協

賛
（
前
年
度
実
績
通
り
）。

【
活
動
予
算
】　

３
８
０
万
円

▽
財
務
委
員
会
　
小
山
修
委
員
長

〈
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
〉

①　

当
年
度
中
の
新
規
入
会
者
数
は
目
標
の
三
十
名

（
二
十
名
）
に
対
し
二
十
九
名
（
三
十
六
名
）、

退
会
者
は
十
八
名
（
十
六
名
）
で
と
ど
ま
り
、

十
一
名
（
二
十
名
）
の
純
増
と
な
っ
た
。

②　

会
費
未
納
者
数
は
、
三
百
六
十
二
名
中
二
十
九

名
（
三
百
五
十
一
名
中
二
十
名
）
で
、
会
費

未
納
率
は
八
・
〇
％
と
な
り
、
平
成
二
十
九

年
度
末
の
五
・
六
％
と
比
較
す
る
と
二
・
四

ポ
イ
ン
ト
上
が
っ
た
。
た
だ
し
こ
れ
は
新
入

会
員
の
入
会
手
続
き
が
、
今
年
度
へ
ず
れ
込

ん
だ
こ
と
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
平
成
二
十
八
年
度
末
は
七
・
〇
％
、

同
二
十
七
年
度
末
は
七
・
四
％
。

③　

年
会
費
収
入
は
、
当
初
予
算
の
１
５
０
０
万
円

（
１
４
４
５
万
円
）
に
対
し
て
１
５
１
１
万
４

５
０
０
円
（
１
５
３
０
万
１
０
２
８
円
）
で
、

約
12
万
円
（
約
85
万
円
）
の
増
収
、
対
予
算

比
は
一
〇
〇
・
八
％
（
一
〇
五
・
九
％
）。

※
（　

）
内
の
数
字
は
、
平
成
二
十
九
年
度

の
も
の

④
〈
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
現
在
〉

☆
会
費
納
入
見
込
み
会
員
数
…
三
百
六
十
二
名

　

一
般
…
三
百
三
名　

地
方
…
五
十
九
名

☆
会
費
納
入
者
数
…
三
百
三
十
二
名
（
会
費
を
納

入
し
て
退
会
し
た
人
を
含
む
）

　

一
般
…
二
百
七
十
七
名　

地
方
…
五
十
五
名

〈
令
和
元
年
度
事
業
計
画
・
活
動
予
算
（
案
）〉

①　

年
会
費
収
入
、
例
会
費
収
入
、
広
告
費
収
入
等

の
収
入
額
に
対
応
し
た
支
出
の
予
算
管
理
の

徹
底
化
を
図
り
、
財
産
基
盤
が
損
な
わ
れ
な

い
よ
う
、
収
支
差
額
予
算
を
達
成
す
る
。

②　

当
会
資
産
の
運
用
、
活
用
方
法
に
つ
い
て
協
議

し
、
使
途
な
ど
を
提
案
す
る
。

【
活
動
予
算
】　

10
万
円

【
令
和
元
年
度
収
支
予
算
（
案
）】

①　

収
入
の
部
で
は
、
年
会
費
収
入
は
昨
年
度
の
納

入
実
績
に
合
わ
せ
、
新
入
会
員
入
会
金
分
も

三
十
名
と
し
、
１
５
５
０
万
円
と
し
た
。
例

会
費
収
入
は
五
回
を
百
十
名
、
一
回
を
九
十

名
出
席
と
見
込
ん
で
、
３
２
０
円
万
と
し
た
。

さ
ら
に
特
別
収
入
と
し
て
、
会
員
バ
ッ
ジ
制

作
特
別
費
用
と
し
て
２
５
０
万
円
を
計
上
し

て
お
り
、「
前
期
繰
越
取
崩
額
」
と
し
た
。
広

告
費
収
入
と
雑
収
入
は
、
と
も
に
昨
年
の
実

績
に
基
づ
き
想
定
し
、
当
期
収
入
計
は
２
２

０
１
万
円
。
前
期
繰
越
収
支
差
額
を
プ
ラ
ス

し
、
前
期
繰
越
取
崩
額
を
マ
イ
ナ
ス
し
た
結

果
、
当
期
収
入
合
計
は
５
９
０
６
万
８
９
７

７
円
と
な
っ
た
。

②　

支
出
の
部
で
は
、
総
務
費
は
昨
年
並
み
の
５
４

０
万
円
、
事
業
費
は
先
ほ
ど
各
委
員
長
か
ら

計
上
さ
れ
た
額
の
合
計
１
６
４
０
万
円
に
、
従

来
通
り
の
慶
弔
費
10
万
円
と
予
備
費
10
万
円

を
加
え
て
当
期
支
出
の
合
計
は
２
２
０
０
万

円
、
当
期
収
支
差
額
は
１
万
円
と
な
っ
た
。

第
一
号
議
案
・
第
二
号
議
案
に
つ
い
て
は
、
満
場

一
致
で
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

第
三
号
議
案

そ
の
他

当
山
明
彦
専
務
理
事
か
ら
、
以
下
二
点
の
説
明
が

あ
っ
た
。

・
令
和
元
年
度
の
連
合
駿
台
会
活
動
基
本
方
針
に
関

し
て
は
、
昨
年
度
と
同
様
の
方
針
を
踏
襲
し
て
進

め
て
い
く
。
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平成30年度　連合駿台会　収支計算書

-5-

自：平成30年４月 １日

至：平成31年３月31日 （単位：円）

実績摘要  （収入の部）

勘定科目 予算額  実　績 予算比

年会費収入 15,000,000 15,114,500 100.8% （一般）277名、（地方）55名 （新入会員入会金）29名×@30,000＝870,000円

例会費収入 3,950,000 4,310,000 109.1%
*例会…5回（予算100名×４回 ⇒平均110名×＠5,000円）＋（予算90名 ⇒81名×＠

5,000円）＝2,610,000円  * 65周年（予算1,500,000円⇒1,700,000円）

65周年特別収入 2,000,000 2,000,000 100.0% 前期繰越取崩

広告費収入 700,000 810,000 115.7% 名刺広告代（@10,000円×63件＋@30,000円×6件）

雑収入 10,000 3,128 31.3%  みずほ普通預金・みずほ定期預金・ゆうちょ銀行利息

当期収入計 21,660,000 22,237,628 102.7%

前期繰越収支差額 39,057,373 39,057,373 100.0%

当期収入合計 60,717,373 61,295,001 101.0%

実績摘要  （支出の部）

勘定科目 予算額 決算額 予算比

Ⅰ．総務費

      （1） 家賃共益費 620,000 618,000 99.7% 紫紺館事務所家賃

      （2） 人件費 2,200,000 2,239,000 101.8% 事務局関連業務委託費及び会報発行業務費

      （3） 事務通信費 1,000,000 1,185,606 118.6% 電話代（約160,000円）/例会資料等発送費(約740,000円）/振込手数料ほか(280,000円）

      （4） 備品消耗品 500,000 769,184 153.8%
文具代ほか（約320,000円）/発送用封筒・会員ネーム札作成代ほか（約340,000円）/名刺代（約

110,000円）

      （5） 印刷費 650,000 905,009 139.2% 事務局コピー機リース代（約192,000円）/コピー用紙代ほか（約713,000円）

      （6） 雑費 400,000 500,360 125.1% 事務局交通費等

総務費計（Ⅰ） 5,370,000 6,217,159 115.8%

Ⅱ．事業費

  1.各委員会運営費

      （1） 総務・事業委員会費 9,850,000 9,708,624 98.6%
例会費講師謝礼等（約3,200,000円）/65周年記念例会費（約4,670,000円）/運営委員会・正副会長

会費等（約640,000円）/各種事業費・委員会費・諸経費等（約1,200,000円）

      （2） 組織・会員増強委員会費 200,000 171,750 85.9% 委員会費(101,750円）/例会費補助（70,000円）

      （3） 広報委員会費 2,200,000 2,156,980 98.0% 会報発行費(1,730,000円）/ＨＰ運営業務委託費（約350,000円）/委員会費（約77,00円）

2,750,711
学術賞・奨励賞賞金＋副賞ほか（約1,050,000円）/寄付講座経費（約780,000円）/商学部学生支援

プレゼン協賛金（300,000円）/大学行事協賛金（500,000円）/委員会費（約120,000円）

600,000
※左記600,000円はH29年度分経費未払分（平成30年7月26日支払い）

      （5） 財務委員会費 100,000 50,800 50.8%

各委員会運営費計 15,750,000 15,438,865 98.0%

  2.その他事業費

      （1） 慶弔費 100,000 80,000 80.0%

その他事業費計 100,000 80,000

事業費計（Ⅱ） 15,850,000 15,518,865 97.9%

Ⅲ．予備費        　　 　  事業費計（Ⅲ） 100,000 0

当期支出合計（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ） 21,320,000 21,736,024 102.0%

当期収支差額 340,000 501,604

次期繰越収支差額 39,397,373 39,558,977 100.4%

収  入  の  部

支  出  の  部

平成30(2018)年度　連合駿台会　収支計算書　　　　　

3,400,000 98.6%      （4） 大学支援委員会費
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平成30年度　連合駿台会　貸借対照表

－6－

自：平成30年４月 １日

至：平成31年３月31日 （単位：円）

科     目 金     額 科     目 金     額

（流動資産） 58,163,877 （流動負債） 615,200

小口現金 456,590 源泉預り金 15,200

みずほ銀行・普通預金 1,647,748 未　払　金 600,000

ゆうちょ銀行・普通預金 5,595,669 （正味財産） 57,558,977

みずほ銀行・定期預金 38,000,000       １．有志寄付金 18,000,000

Ｍ．Ｍ．Ｆ． 12,463,870       ２．次期繰越収支差額 39,558,977

（固定資産） 10,300 （うち 当期正味財産増加額） （501, 604）

電話加入権 10,300

資産合計 58,174,177 負債・正味財産合計 58,174,177

平成30（2018）年度　連合駿台会　貸借対照表　　　　　

資産の部 負債・正味財産の部

－7－

自：平成30年４月 １日

至：平成31年３月31日 （単位：円）

科   目

１．資産の部

   （１）流動資産

          小口現金 456,590

          みずほ銀行・普通預金 1,647,748

          ゆうちょ銀行・普通預金 5,595,669

          みずほ銀行・定期預金 38,000,000

          Ｍ．Ｍ．Ｆ． 12,463,870

流動資産合計 58,163,877

   （２）固定資産

          電話加入権 10,300

固定資産合計 10,300

資  産  合  計 58,174,177

２．負債の部

   （１）負債の部

          源泉預り金 15,200

　　　　　未　払　金 600,000

流動負債合計 615,200

負  債  合  計 615,200

正  味  財  産 57,558,977

平成30（2018）年度　連合駿台会　財産目録　　　　　

金   額

平成30年度　連合駿台会　財産目録
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－16－

自：2019年4月 1日

至：2020年3月31日

摘　　　要　（収入の部）

予算額

＊（一般） 280名×＠50,000円＝140,00,000円、（地方） 60名×＠10,000 = 600,000円

　 （新入会員入会金)　30名×@30,000＝900,000

3,200,000 ＊（夜例会）5回  …(110名×5回×@5,000) +(90名×1回×@5,000）＝3,200,000円　

2,500,000 ＊前期繰越取崩

800,000

10,000 ＊預金利息

22,010,000

39,558,977

△2,500,000

59,068,977

摘　　　要　（支出の部）

金　　額

Ⅰ.　総務費

(1) 家 賃 共 益 費 650,000 ＊紫紺館事務所家賃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(2) 人 件 費 2,200,000 ＊事務局関連業務委託費及び会報発行業務費

(3) 事 務 ・ 通 信 費 1,000,000 ＊電話代/例会資料等発送費/振込手数料ほか

(4) 備 品 消 耗 品 500,000 ＊発送用封筒代/文具代/会員ネーム札作成代ほか

(5) 印 刷 費 650,000 ＊事務局コピー機リース代/コピー用紙代ほか

(6) 雑 費 400,000 ＊事務局交通費/資料代ほか

5,400,000

Ⅱ.　事業費

　1. 各委員会運営費

委 員 会 費 2,500,000 会員バッジ制作費

組織会員・ 増強

委 員 会 費

大 学 支 援

委 員 会 費

16,400,000

　2. その他事業費

(1) 慶 弔 費 100,000

100,000

16,500,000

100,000

22,000,000

10,000

37,068,977 次   期   繰   越   収   支   差   額

(4) 3,800,000
学術賞（1名）・奨励賞（2名）賞金+副賞（1,500,000円）/寄付講座（2回）およびその他経費

（750,000円）/「学生対抗プレゼン大会」（仮称）副賞ほか費用（700,000円）/「留学生就職支援」

関連費（300,000円）/大学行事協賛金（500,000円）/委員会費（50,000円）

（5) 財 務 委 員 会 費 100,000 委員会費（100,000円）

　　　各　委　員　会　運　営　費　計

　　　そ　の　他　事　業　費　計

事業費計（Ⅱ）

 当　期　支　出　合　計　（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ）

 当　　　期　　　収　　　支　　　差　　　額

Ⅲ.　予備費  　　   　　　　　　　　 　 　 事業費計（Ⅲ）

例会費・講師等謝礼(5,000,000円）/正・副会長費、運営委員会費（600,000

円）/名簿発行費（400,000円）/各種事業費（700,000円）/諸経費（100,000

円）

(2) 200,000 新入会員定着活動費（100,000円）/会員増強活動費（100,000円）

(3) 広 報 委 員 会 費 3,000,000

会報発行費(1,740,000円）/HPの更新・管理・維持費（360,000円）/SMS関

連費（100,000円）/明大広報へコラムコーナー設定のための支援金

（700,000円）/委員会費（100,000円）

総  務  事  業

当 期 収 入 合 計

支　出　の　部     　　　   

勘定科目

総務費計(Ⅰ)

(1)
6,800,000

前 期 繰 越 取 崩 額

令和元年度　連合駿台会　収支予算

収　入　の　部    　　    

勘定科目

年 会 費 収 入 15,500,000

例 会 費 収 入

会 員 バ ッ ジ 制 作 特 別 費 用

広 告 費 収 入

雑 収 入

当 期 収 入 計

前 期 繰 越 収 支 差 額

　    　　  　  　　（単位：円）

令和元年度　連合駿台会　収支予算
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令和元年度　例会日程予定表
年 月日・曜日 開始時間 会場 講師・出演者等（予定） 備考

令和元
（2019）

7月17日（水） 17:45 明治大学
「紫紺館」

薬師寺副執事長
大谷　徹奘　氏

※薬師寺元管長高田
好胤猊下の御弟子

9月18日（水） 17:45 明治大学
「紫紺館」

重要無形文化財
都一中　氏（12代目）

11月20日（水） 17:45 明治大学
「紫紺館」

ミュージシャン・作曲家
宇崎　竜童　氏 忘年会

令和2
（2020）

1月22日（水） 17:30 明治大学
「アカデミーコモン」

学術賞受賞者
記念講演 駿台懇話会

3月18日（水） 17:45 明治大学
「紫紺館」

元ミズノ代表取締役会長
水野　正人　氏

※東京オリンピック招
致の立役者

5月15日（金） 18:00 明治大学
「紫紺館」 講演なし 総会

※�総務・事業委員会では、「ビジネス勉強会＆グルメ交流会」(年2回を予定）、ゴルフコンペ（年2回・春と秋）、バス旅行、スポーツ観戦
等のほか、新入会員歓迎会（2月頃）の開催を計画。

「より多くの明大の卒業生が、他大学にはない特別の愛校心を抱ける
よう、オール明治の団結と絆を深めるためのリーダー的役割を果たす」

令和元年度 連合駿台会 活動基本方針

【各種事業の実施】
会員の知識を広く深め、相互に交歓

し、会員の社会的地位の向上と社会へ
の貢献を図るため、講演会・セミナー
の開催、ボランティア活動等社会貢献
の実施、親睦会の開催等、各種事業を
実施する。

1

【ネットワークの構築】
校友関係組織の中で、本会を名実ともに

存在感のある会として発展させるため、幅
広いネットワークの構築に努める。

3

【大学の発展への寄与と連携強化】
大学の教育と学術研究の発展に寄与するため、学術奨

励表彰を行うと共に、学生の講演会への招待・啓蒙およ
び国際人養成支援等を実施する。また大学がすすめる知
的資産の運用やビジネスインターンシップ制度、グロー
バル化推進に連携して取り組む。さらに、新しい視点で
の大学支援を検討し、適宜大学への提言を行う。

2

【幅広い世代による運営】
会員増強を一層強力に進め、特に若年会員の勧誘

にも力を入れ、会員年齢構成をバランスのとれたも
のにし、企業交流を通じて会の活性化を図る。

4
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・
令
和
元
年
度
の
例
会
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
８

ペ
ー
ジ
の
予
定
表
を
参
考
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

＊

連
合
駿
台
会
記
念
バ
ッ
ジ
を
制
作
い
た
だ
い
た
山

田
朝
彦
常
任
理
事
か
ら
、
バ
ッ
ジ
制
作
に
あ
た
っ
て

の
意
図
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

	

以
上

上
記
議
事
録
は
、
適
切
に
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の

と
認
め
る
。

	

議
事
録
署
名
人　

畠
中　

君
代

	

議
事
録
署
名
人　

小
山　
　

修

◆
新
入
会
員
ご
紹
介

前
会
ま
で
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、
入
会
さ
れ
た

方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
（
敬
称
略
・
到
着
順
）

◆
明
大
ニ
ュ
ー
ス

●
一
四
〇
周
年
記
念
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
が
決
定

明
治
大
学
創
立
一
四
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
（
委
員
長
＝
柳
谷
孝
理
事
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
記

念
事
業
の
実
施
に
向
け
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
決
定
し

た
。
こ
れ
は
、
学
長
を
中
心
に
検
討
が
進
め
ら
れ
て

き
た
本
学
の
教
学
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
二
〇
三
〇
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
お
よ
び
本
学
が
果

た
す
べ
き
役
割
と
同
一
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
五

月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
記
念
事
業
実
行
委
員
会

に
て
承
認
さ
れ
た
も
の
。

コ
ン
セ
プ
ト
決
定
を
受
け
て
、
一
四
〇
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
の
も
と
に
設
置
さ
れ
た
四
つ
の

分
科
会
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
記
念

事
業
の
検
討
が
具
体
的
に
進
め
ら
れ
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

★
明
治
大
学
創
立
一
四
〇
周
年

　

記
念
事
業
コ
ン
セ
プ
ト

前
へ
―
「
個
」
を
磨
き
、
と
も
に
持
続
可
能
な

　
　
　

社
会
を
創
る
―

二
十
一
世
紀
に
入
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に

進
展
し
た
一
方
で
、
多
様
な
価
値
観
の
ぶ
つ
か
り
合

中な
か

澤ざ
わ　

良り
ょ
う

平へ
い

昭
和
六
十
一
年
・
経
営
学
部
卒

ス
タ
ー
・
イ
ン
デ
ムニ
テ
ィ
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ア
ビ
リ

テ
ィ・カ
ン
パニ
ー　
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
経
営
責
任
者
）

東
京
都
調
布
市
在
住

山や
ま

村む
ら　

明あ
き

好よ
し

昭
和
四
十
六
年
・
工
学
部
卒

ア
シ
ア
ナ
航
空
㈱

副
社
長
＆
Ｃ
Ｓ
Ｏ

神
奈
川
県
横
浜
市
在
住

渡わ
た

邉な
べ　

能よ
し

宏ひ
ろ

平
成
十
七
年
・
政
経
学
部
卒

ワ
タ
ヒョ
ウ
㈱

代
表
取
締
役

宮
城
県
仙
台
市
在
住

林は
や
し

　

隆た
か

博ひ
ろ

平
成
三
年
・
経
営
学
部
卒

野
村
證
券
㈱
・
執
行
役
員　

営
業
部
門

事
業
法
人
兼
金
融
公
共
公
益
法
人
担
当

埼
玉
県
和
光
市
在
住

梅う
め

野の　

修お
さ
む

昭
和
五
十
六
年
・
政
経
学
部
卒

一
般
社
団
法
人
共
同
通
信
社

常
務
理
事

神
奈
川
県
川
崎
市
在
住

的ま
と

場ば　

稔み
の
る

昭
和
五
十
八
年
・
政
経
学
部
卒

シ
ン
ジェン
タ
ジ
ャ
パ
ン
㈱

代
表
取
締
役
社
長

東
京
都
港
区
在
住

疋ひ
き

田た　

邦く
に

雄お

昭
和
五
十
八
年
・
政
経
学
部
卒

㈱
日
立
国
際
電
気

常
務
執
行
役
員　

経
営
管
理
本
部
長

神
奈
川
県
横
浜
市
在
住

福ふ
く

山や
ま　

浩ひ
ろ

司し

平
成
元
年
・
経
営
学
部
卒

ベル
食
品
㈱
・
代
表
取
締
役
社
長

北
海
道
札
幌
市
在
住
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い
に
よ
る
国
家
・
民
族
間
の
相
克
や
社
会
的
・
経
済

的
格
差
の
顕
在
化
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
生
ま
れ
、

世
界
は
混
迷
を
深
め
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

日
本
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
価
値
観
に
基
づ
く
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
代
社
会
が
抱
え

る
諸
問
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
醸
成
し
て
問
題
解
決
へ
の
取

り
組
み
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
も
に
持
続
可

能
な
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
、
い
ま
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
は
、
一
人
ひ
と
り
が
人
類

の
英
知
に
学
び
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
個
性
を
育
み
、
多

様
な
個
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
協
同
す
る
こ
と
を
日
常
化
す
る
こ
と
で
す
。

明
治
大
学
は
、
二
〇
三
一
年
に
創
立
一
五
〇
周
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
建
学
の
精
神
で
あ
る

「
権
利
自
由
、
独
立
自
治
」
を
体
現
し
た
多
彩
な
人

材
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
多
様
な

「
個
」
を
磨
き
、
自
ら
切
り
拓
く
「
前
へ
」
の
精
神

を
堅
持
し
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
協
同
を
進

め
、
時
代
を
変
革
し
て
い
く
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

こ
れ
ら
人
材
の
育
成
に
必
要
な
教
育
の
基
盤
は
研

究
、
す
な
わ
ち
知
の
創
造
に
あ
り
ま
す
。
各
専
門
分

野
を
牽
引
す
る
独
創
的
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
学
際
的
・
国
際
的
連
携
に
よ
っ
て
知
の
厚
み
を

蓄
え
、
新
た
な
課
題
に
挑
戦
し
ま
す
。

建
学
の
精
神
を
体
現
し
た
人
材
の
育
成
と
知
の
創

造
を
通
し
て
共
創
的
未
来
へ
と
前
進
し
ま
す
。

さ
あ
、
と
も
に
前
へ
！

●
硬
式
野
球
部

「
全
日
本
大
学
選
手
権
」で
三
十
八
年
ぶ
り
優
勝

全
国
各
地
の
リ
ー
グ
戦
で
優
勝
し
た
二
十
七
校
が

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
対
戦
す
る
「
第
六
十
八
回
全

日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会
」
で
、
明
大
は
二
回

戦
・
福
井
工
業
大
に
９
－
２
、
三
回
戦
・
東
洋
大
に

３
－
０
、
準
決
勝
・
東
農
大
北
海
道
に
５
－
１
で
勝

利
し
、
決
勝
に
進
出
。

六
月
十
七
日
、
明
治
神
宮
球
場
で
迎
え
た
決
勝
・

佛
教
大
戦
の
マ
ウ
ン
ド
は
森
下
暢
仁
主
将
（
政
治
経

済
学
部
４
年
）
が
登
板
。
三
回
に
相
手
の
エ
ラ
ー
な

ど
で
３
点
を
先
制
。
そ
の
後
も
喜
多
真
吾
副
主
将

（
法
学
部
４
年
）
の
走
者
一
掃
の
タ
イ
ム
リ
ー
で
追

加
点
を
挙
げ
、
６
－
１
で
見
事
勝
利
。
日
本
一
の
座

に
輝
い
た
。

試
合
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
善
波
達
也
監
督
は
、

「
森
下
中
心
に
崩
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
勝
ち
に
つ

な
が
っ
た
」
と
選
手
を
称
え
た
。
森
下
主
将
は
、

「
こ
の
メ
ン
バ
ー
と
野
球
を
や
っ
て
こ
ら
れ
て
よ

か
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

●
自
動
運
転
社
会
総
合
研
究
所

「
自
動
運
転
と
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
」

―
香
川
大
、群
馬
大
と
三
大
学
合
同

　
「
小
豆
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
成
果
発
表
―

明
治
大
学
自
動
運
転
社
会
総
合
研
究
所
（
所
長=

中
山
幸
二
専
門
職
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
）
は
、

六
月
五
日
、
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
・
グ
ロ
ー
バ
ル

ホ
ー
ル
に
て
、
香
川
大
学
、
群
馬
大
学
と
共
催
の
公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
自
動
運
転
と
サ
イ
バ
ー
リ
ス

ク
」
を
開
催
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
土
屋
恵
一
郎
学
長
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
る
あ
い
さ
つ
で
開
会
。
土
屋
学
長

は
「
自
動
運
転
は
日
本
の
未
来
を
切
り
拓
く
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
三
大
学
の
研
究
成
果
が
政
府
や
企
業
に

も
活
用
さ
れ
、
官
民
学
の
協
働
で
実
現
さ
れ
る
よ

う
、
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
っ
た
。

「
小
豆
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
報
告
」
と
題
し
た

第
一
部
で
は
、
二
〇
一
九
年
三
月
十
八
日
か
ら
二
十

日
に
か
け
て
香
川
県
の
小
豆
島
で
実
施
さ
れ
た
三
大

学
合
同
の
自
動
運
転
技
術
に
関
す
る
公
道
実
験
の
報

告
が
行
わ
れ
た
。
香
川
大
学
の
肥
塚
肇
雄
教
授
に
よ

る
趣
旨
説
明
に
始
ま
り
、
群
馬
大
学
の
小
木
津
武
樹

准
教
授
（
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
実
装
研
究
セ
ン

タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
）
に
よ
る
、
実
験
や
地
域
住
民

に
よ
る
自
動
運
転
車
の
試
乗
体
験
会
に
つ
い
て
の
解

説
な
ど
が
あ
っ
た
。
試
乗
体
験
で
使
用
さ
れ
た
車
両

は
、
コ
ー
ス
が
あ
ら
か
じ
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
、
時

速
二
十
㌔
以
下
で
走
行
。
ス
タ
ッ
フ
が
同
乗
し
、
緊

急
回
避
な
ど
は
手
動
に
切
り
替
え
て
行
え
る
形
で
実

施
さ
れ
、
二
百
二
十
四
人
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
最
終
日
に
は
県
道
二
五
三
号
線
の
一
部
区
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間
の
片
側
車
線
を
使
用
し
て
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ

る
自
動
運
転
車
の
操
作
不
能
状
態
を
想
定
し
た
模
型

と
の
衝
突
実
験
が
行
わ
れ
、
そ
の
貴
重
な
実
験
結
果

に
つ
い
て
、
第
二
部
「
研
究
実
験
『
自
動
運
転
の
ロ

グ
デ
ー
タ
と
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
』
の
事
例
研
究
」
で

映
像
を
交
え
て
解
説
が
な
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
第
二
部
で
は
、（
独
）
自
動
車
技
術
総

合
機
構
・
交
通
安
全
環
境
研
究
所
自
動
車
安
全
研
究

部
長
の
河
合
英
直
氏
に
よ
る
「
自
動
運
転
の
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
国
際
基
準
の
議
論
状

況
」、
自
動
運
転
社
会
総
合
研
究
所
の
安
部
博
枝
研

究
員
に
よ
る
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
・
ロ
グ
・
デ
ー
タ
の

活
用
と
Ａ
Ｉ
学
習
」
な
ど
、
全
部
で
七
つ
の
報
告
が

行
わ
れ
た
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る
事
故
発
生
時
の

責
任
の
所
在
や
法
整
備
な
ど
、
自
動
運
転
を
巡
る
課

題
に
つ
い
て
、
幅
広
い
観
点
か
ら
議
論
が
深
め
ら
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
会
場
の
座
席
数
を
大
き
く
超

え
る
二
百
名
以
上
が
来
場
し
、
別
室
へ
の
同
時
中
継

が
行
わ
れ
る
ほ
ど
の
盛
況
と
な
っ
た
。
誤
操
作
に
よ

る
交
通
事
故
な
ど
が
連
日
報
道
さ
れ
る
中
、
自
動
運

転
へ
の
関
心
と
期
待
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
た
。

な
お
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
様
子
を
撮
影
し
た
動
画
を
公
開
し
て
い
る
。

●
司
法
試
験（
短
答
式
試
験
）

明
大
か
ら
１
１
０
人
が
合
格
―
全
国
六
位

法
務
省
は
六
月
六
日
、
二
〇
一
九
年
司
法
試
験
の

う
ち
短
答
式
試
験
（
憲
法
・
民
法
・
刑
法
、
五
月
十

九
日
実
施
）
の
結
果
を
発
表
し
た
。
明
治
大
学
専
門

職
大
学
院
法
務
研
究
科
（
法
科
大
学
院
）
の
合
格
者

数
は
１
１
０
人
で
、
法
科
大
学
院
別
で
は
全
国
六
位

だ
っ
た
（
合
格
率
は
六
七
・
九
％
）。
上
位
十
校
は

下
記
参
照
（
予
備
試
験
か
ら
の
合
格
者
は
除
く
）。

総
受
験
者
数
４
４
６
６
人
の
う
ち
、
合
格
に
必
要

な
成
績
を
得
た
者
は
３
２
８
７
人
。
合
格
率
は
七

三
・
六
％
、
合
格
者
の
平
均
年
齢
は
三
十
一
・
六
歳

だ
っ
た
。
論
文
式
試
験
（
五
月
十
五
、
十
六
、
十
八

日
実
施
）
の
成
績
も
加
え
た
最
終
合
格
者
の
発
表

は
、
九
月
十
日
に
行
わ
れ
る
。

司
法
試
験
の
受
験
資
格
は
、
法
科
大
学
院
の
課
程

修
了
、
ま
た
は
司
法
試
験
予
備
試
験
の
合
格
に
よ
り

得
ら
れ
る
。
受
験
期
間
は
、
受
験
資
格
取
得
日
後
の

最
初
の
四
月
一
日
か
ら
五
年
間
。

☆
二
〇
一
九
年
司
法
試
験（
短
答
式
試
験
）合
格
者
数

　

法
科
大
学
院
上
位
10
校

①
中
央
大
（
２
９
１
人
）、
②
慶
応
義
塾
大
（
２

４
６
人
）、
③
早
稲
田
大
（
２
０
３
人
）、
④
東
京
大

（
１
９
７
人
）、
⑤
京
都
大
（
１
７
７
人
）、
⑥
明
治

大
（
１
１
０
人
）、
⑦
神
戸
大
（
99
人
）、
⑧
一
橋
大

（
95
人
）、
⑨
大
阪
大
（
86
人
）、
⑩
同
志
社
大
（
73

人
）

●
Ｏ
Ｂ
首
長

▽
北
海
道
千
歳
市
長
＝
山
口
幸
太
郎
氏
（
無
所
属

⑤
、
一
九
六
七
年
政
経
学
部
卒
・
77
歳
）

▽
北
海
道
中
頓
別
町
長
＝
小
林
生
吉
氏
（
無
所
属

②
、
一
九
八
四
年
政
経
学
部
卒
・
58
歳
）

▽
北
海
道
浦
幌
町
長
＝
水
沢
一
広
氏
（
無
所
属
④
、

一
九
七
二
年
商
学
部
卒
・
70
歳
）

▽
埼
玉
県
行
田
市
長
＝
石
井
直
彦
氏
（
無
所
属
①
、

二
〇
〇
八
年
ガ
バ
ナ
ン
ス
研
究
科
修
了
、
75
歳
）

▽
東
京
都
大
田
区
長
＝
松
原
忠
義
氏
（
無
所
属
④
、

二
〇
〇
九
年
ガ
バ
ナ
ン
ス
研
究
科
修
了
、
76
歳
）

▽
東
京
都
北
区
長
＝
花
川
与
惣
太
氏
（
無
所
属
⑤
、

一
九
六
一
年
政
治
経
済
学
研
究
科
修
了
・
84
歳
）

▽
神
奈
川
県
平
塚
市
長
＝
落
合
克
宏
氏
（
無
所
属

③
、
一
九
八
一
年
法
学
部
卒
・
61
歳
）

▽
大
阪
府
寝
屋
川
市
長
＝
広
瀬
慶
輔
氏（
無
所
属
①
、

一
九
九
六
年
政
治
経
済
学
研
究
科
修
了
・
48
歳
）

▽
北
海
道
美
唄
市
長
＝
板
東
知
文
氏
（
無
所
属
①
、

一
九
七
七
年
政
経
学
部
卒
・
66
歳
）

●
二
〇
一
八
年
度
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

明
大
へ
の
交
付
額
は
約
三
十
七
億
円
、全
国
九
位

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
は
、
二
〇
一

八
年
度
の
私
立
大
学
等
（
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等

専
門
学
校
）
に
対
す
る
「
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助

金
」
の
交
付
状
況
を
発
表
し
た
。
本
学
へ
の
交
付
額

は
37
億
３
０
５
７
万
２
０
０
０
円
と
な
り
、
順
位
は

全
国
九
位
だ
っ
た
（
前
年
度
十
五
位
、
医
歯
学
部
の

な
い
大
学
で
は
、
早
稲
田
大
、
立
命
館
大
学
に
次
い

で
三
位
）。

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
は
、
①
私
立
大
学
等
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の
教
育
研
究
条
件
の
維
持
向
上
、
②
学
生
の
修
学
上

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
③
私
立
大
学
等
の
経
営
の

健
全
性
向
上
、
の
三
点
に
資
す
る
た
め
、
日
本
私
立

学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
が
国
か
ら
補
助
金
の
交
付

を
受
け
、
こ
れ
を
財
源
と
し
て
全
額
、
学
校
法
人
に

対
し
て
設
置
学
校
の
経
常
的
経
費
に
つ
い
て
補
助
す

る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
補
助
金
に
は
、
各
学
校
に
お
け
る
教
職
員
数

や
学
生
数
等
に
所
定
の
単
価
を
乗
じ
て
得
た
基
準
額

を
教
育
研
究
条
件
の
状
況
に
応
じ
て
傾
斜
配
分
す
る

「
一
般
補
助
」
と
、
教
育
・
研
究
に
関
す
る
特
色
あ

る
取
り
組
み
に
応
じ
て
配
分
す
る
「
特
別
補
助
」
が

あ
る
。

二
〇
一
八
年
度
の
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
の

交
付
状
況
を
見
る
と
、
交
付
学
校
数
は
八
百
六
十
五

校
、
交
付
総
額
は
３
１
６
６
億
１
８
１
３
万
円
で
あ

り
、
内
訳
で
は
一
般
補
助
２
７
１
３
億
９
６
５
１
万

９
０
０
０
円
、
特
別
補
助
４
５
２
億
２
１
６
１
万
１

０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
私
立
大
学
に
は
、
２
９
６
０
億
３
１
４

３
万
５
０
０
０
円
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。
交
付
額
を

大
学
一
校
当
た
り
に
換
算
す
る
と
５
億
１
８
４
４
万

４
０
０
０
円
で
、
学
生
一
人
当
た
り
15
万
３
０
０
０

円
と
な
る
。

二
〇
一
八
年
度
は
、
教
育
の
質
的
転
換
、
産
業
界

と
の
連
携
、
他
大
学
等
と
の
広
域
・
分
野
連
携
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
と
い
っ
た

改
革
に
全
学
的
・
組
織
的
に
取
り
組
む
学
校
に
対
す

る
支
援
を
強
化
す
る
た
め
、「
私
立
大
学
等
改
革
総

合
支
援
事
業
」
と
し
て
、
三
百
四
十
六
校
に
対
し
増

額
配
分
（
一
般
補
助
お
よ
び
特
別
補
助
の
内
数
）
が

行
わ
れ
た
。

本
学
へ
の
交
付
額
の
37
億
３
０
５
７
万
２
０
０
０

円
の
う
ち
、
一
般
補
助
は
29
億
９
２
０
１
万
１
０
０

０
円
、
特
別
補
助
は
７
億
３
８
５
６
万
１
０
０
０
円

で
あ
っ
た
。

国
か
ら
経
常
費
補
助
金
と
し
て
財
政
支
援
を
受
け

て
い
る
大
学
は
、
社
会
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
、
教

育
・
研
究
体
制
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
本
学
に
お
い
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍

で
き
る
人
材
の
育
成
、
研
究
成
果
の
発
信
等
に
よ
る

地
域
・
社
会
と
の
連
携
を
中
心
に
、
緩
み
な
く
改
革

に
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
補
助
金
の
獲
得
を
目
指
し

積
極
的
な
展
開
を
図
っ
て
い
く
。

●
向
殿
政
男
名
誉
教
授（
校
友
会
長
）が

　
「
国
土
交
通
大
臣
表
彰
」を
受
賞

安
全
学
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
向
殿
政
男
名
誉

教
授
（
校
友
会
長
）
が
、
都
市
計
画
法
・
建
築
基
準

法
制
定
一
〇
〇
周
年
記
念
「
国
土
交
通
大
臣
表
彰
」

を
受
賞
し
た
。
本
表
彰
は
、
都
市
計
画
お
よ
び
建
築

行
政
の
推
進
等
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
を
表

彰
す
る
も
の
。

向
殿
名
誉
教
授
は
、
経
済
産
業
省
消
費
経
済
審
議

会
製
品
安
全
部
会
長
、
製
品
安
全
対
策
優
良
企
業
表

彰
審
査
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
、
今
回
は
国
土
交
通

省
社
会
資
本
整
備
審
議
会
昇
降
機
等
事
故
調
査
会
長

と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と
な
っ
た
。

省
庁
か
ら
の
受
賞
は
経
済
産
業
大
臣
表
彰
、
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
、
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
に
続
い
て
四
回

目
の
受
賞
と
な
っ
た
。

●
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー「
北
野
家
の
訓
え
」

北
野
大
氏
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
講
座

理
工
学
部
教
授
と
し
て
教
鞭
を
ふ
る
っ
て
い
た
北

野
大
氏
に
よ
る
講
座
「
北
野
家
の
訓
え
」
が
四
月
二

〇
日
、
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
。
本
講
座
は
、
明
治
大
学
の
生
涯
学

習
機
関
・
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
オ
ー
プ
ン
講
座

で
、
小
田
急
電
鉄
と
の
三
回
目
の
連
携
講
座
と
し
て

実
施
さ
れ
た
も
の
。
講
座
の
冒
頭
、
北
野
氏
は
学
生

時
代
か
ら
現
在
ま
で
続
く
自
身
と
本
学
と
の
関
係
を

語
り
、
明
治
大
学
へ
の
熱
い
思
い
を
強
調
し
た
。

講
座
で
は
、
ま
ず
「
家
庭
」
を
切
り
口
に
「
自
慢

高
慢
馬
鹿
が
す
る
」「
一
杯
の
酒
に
城
が
傾
く
」
等
、

両
親
や
自
ら
の
経
験
を
も
と
に
し
た
「
訓
え
」
を
七

つ
披
露
し
、
後
半
で
は
「
地
域
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
自
ら
の
出
生
の
地
で
あ
る
下
町
の
特
徴
に
つ
い

て
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
紹
介
し
た
。
特
に
、「
み

ん
な
の
も
の
は
自
分
の
も
の
」
と
い
う
考
え
方
に
つ

い
て
は
、
聴
講
者
の
多
く
が
う
な
ず
き
、
共
感
を
し

て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

時
折
、
実
弟
で
あ
り
映
画
監
督
・
タ
レ
ン
ト
で
あ

る
北
野
武
氏
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
テ
レ
ビ
業
界
の
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裏
話
、
自
身
が
最
近
テ
レ
ビ
に
出
演
し
な
く
な
っ
た

理
由
等
に
つ
い
て
も
触
れ
、
ま
さ
に
同
氏
で
し
か
話

す
こ
と
の
で
き
な
い
話
題
が
満
載
の
九
十
分
間
と

な
っ
た
。
満
席
と
な
っ
た
会
場
は
、
終
始
笑
顔
に
溢

れ
、
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

●
明
治
大
学
発
祥
の
地
記
念
碑
が
再
設
置

東
京
・
有
楽
町
の
数
寄
屋
橋
交
差
点
付
近
に
あ
る

「
明
治
大
学
発
祥
の
地
記
念
碑
」が
、
こ
の
た
び
再
設

置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
本
学
の
建
学
の
精
神
を
顕
彰

し
、
教
育
の
近
代
化
の
道
標
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

一
九
九
五
年
十
一
月
に
大
学
発
祥
の
地
で
あ
る
有
楽

町
の
ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー
ビ
ル
前
に
建
て
ら
れ
た
が
、

周
辺
道
路
の
美
装
化
工
事
に
伴
っ
て
一
時
的
に
移
設

さ
れ
、
五
月
に
再
設
置
が
完
了
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
記
念
碑
の
横
に
千
代
田
区
文
化
財
・
史

跡
を
紹
介
す
る
説
明
板
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。
外

国
人
観
光
客
な
ど
も
多
く
行
き
交
う
場
所
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
説
明
板
に
は
、
記
念
碑
碑
文
を
補
足
す
る

内
容
が
和
英
併
記
さ
れ
、
千
代
田
区
文
化
財
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド

な
ど
も
印
字
さ
れ
て
い
る
。

所
在
地
：
東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
二
－
二

ア
ク
セ
ス
：
有
楽
町
駅
よ
り
徒
歩
三
分
、
銀
座
駅
よ

り
徒
歩
一
分
（
い
ず
れ
も
最
寄
口
よ
り
）

●「
兒
玉
圭
司
文
化・芸
術
振
興
奨
励
金
」

総
合
数
理
学
部
橋
本
研
究
室
の
学
生
が
受
賞

二
〇
一
八
年
度
「
兒
玉
圭
司
文
化
・
芸
術
振
興
奨

励
金
」
の
奨
学
生
が
決
定
し
、
六
月
十
九
日
、
駿
河

台
キ
ャ
ン
パ
ス
・
大
学
会
館
で
目
録
贈
呈
式
が
催
さ

れ
た
。
こ
の
賞
は
文
化
・
芸
術
活
動
に
優
れ
た
学
生

を
称
え
る
た
め
、
本
学
校
友
の
兒
玉
圭
司
氏
に
よ
る

寄
付
金
を
原
資
と
し
て
新
設
さ
れ
、
総
合
数
理
学

部
・
橋
本
直
研
究
室
所
属
の
学
生
チ
ー
ム
「
に
ん
に

ん
ラ
ボ
」
に
贈
ら
れ
た
。「
に
ん
に
ん
ラ
ボ
」
は
、

二
〇
一
八
年
十
一
月
十
四
〜
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た

「
第
二
十
六
回
国
際
学
生
対
抗
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

テ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お
け
る
総
合
優
勝
と
観
客
大

賞
を
受
賞
。
平
野
祐
也
さ
ん
、
椎
名
星
歩
さ
ん
、
西

川
尚
志
さ
ん
、
竹
永
正
輝
さ
ん
、
丸
山
寛
人
さ
ん
、

武
田
雄
太
さ
ん
、
渡
邉
真
輝
さ
ん
、
浅
野
日
登
美
さ

ん
、
千
葉
麻
由
さ
ん
（
い
ず
れ
も
総
合
数
理
学
部
４

年
）
の
九
人
が
奨
学
生
と
な
っ
た
。

贈
呈
式
で
は
、
兒
玉
氏
、
土
屋
学
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
後
、
コ
ン
テ
ス
ト
優
勝

作
品
「
ブ
レ
イ
ン
ツ
リ
ー
」
が
披
露
さ
れ
た
。
視
覚

や
触
覚
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
「
頭
に
植
物
が
生
え

る
感
覚
」
を
土
屋
学
長
ら
が
実
際
に
体
験
し
た
。

奨
学
生
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
平
野
さ

ん
は
、
兒
玉
氏
へ
の
謝
意
と
共
に
「
九
人
グ
ル
ー
プ

で
は
予
定
や
役
割
分
担
の
調
整
が
つ
か
ず
苦
労
が
多

か
っ
た
が
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
続
け
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
振
り
返
り
、「
今
後
関
連
学
会
で
の

発
表
に
向
け
て
、
シ
ス
テ
ム
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
や
論

文
制
作
に
励
み
た
い
」
と
語
っ
た
。

●「
畠
中
君
代
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
支
援
基
金
」

　

奨
学
生
決
定

世
界
レ
ベ
ル
で
の
活
躍
に
期
待

「
畠
中
君
代
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
支
援
基
金
」
の
二

〇
一
九
年
度
奨
学
生
が
こ
の
ほ
ど
決
定
し
、
六
月
十

九
日
、
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
・
大
学
会
館
で
目
録
贈

呈
式
が
催
さ
れ
た
。

こ
の
基
金
は
、
体
育
会
硬
式
庭
球
部
Ｏ
Ｇ
・
畠
中

君
代
氏
（
一
九
六
七
年
文
学
部
卒
・
連
合
駿
台
会
副

会
長
）
の
厚
志
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
二
〇

二
〇
年
の
東
京
五
輪
を
は
じ
め
国
際
大
会
で
の
活
躍

を
目
指
す
明
大
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
支
援
が
目

的
。
今
回
は
、
射
撃
部
の
平
田
し
お
り
選
手
（
政
経

学
部
２
年
）、
ラ
グ
ビ
ー
部
の
石
田
吉
平
選
手
（
文

学
部
１
年
）、
ス
ケ
ー
ト
部
の
樋
口
新
葉
選
手
（
商

学
部
１
年
）
が
採
用
と
な
っ
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
畠
中
氏
は
、「
自
分
の
た
め
、

そ
し
て
明
治
大
学
の
た
め
に
頑
張
る
四
年
間
を
過
ご

し
て
」
と
三
選
手
を
激
励
。
続
い
て
土
屋
学
長
よ
り

奨
学
生
一
人
ひ
と
り
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
。

奨
学
生
の
三
人
は
、「
こ
れ
ま
で
射
撃
競
技
に
打

ち
込
め
た
の
も
応
援
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
お
か

げ
」（
平
田
選
手
）、「
東
京
五
輪
出
場
を
目
標
に
頑

張
り
た
い
」（
石
田
選
手
）、「
二
〇
二
二
年
北
京
五

輪
に
出
場
し
、
世
界
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
い
」

（
樋
口
選
手
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
採
用
の
喜
び
と
決
意

を
述
べ
た
。
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●
世
界
に
広
が
る
協
定
校

五
十
四
ヵ
国・地
域
三
百
四
十
二
大
学
と
協
定

明
治
大
学
は
、
新
た
に
以
下
の
海
外
大
学
と
大
学

間
協
定
を
締
結
し
た
。
協
定
校
は
こ
れ
で
五
十
四
の

国
と
地
域
、
三
百
四
十
二
大
学
（
部
局
間
協
定
を
含

む
）
と
な
っ
た
。〈
三
月
三
十
一
日
時
点
〉

☆
ソ
ノ
マ
州
立
大
学
（
米
国
・
公
立
）

創
立
：
一
九
六
一
年

所
在
地
：
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

☆
ネ
バ
ダ
大
学
リ
ノ
校
（
米
国
・
公
立
）

創
立
：
一
八
七
四
年

所
在
地
：
ネ
バ
ダ
州

☆
エ
ン
デ
ラ
ン
大
学
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
私
立
）

創
立
：
二
〇
〇
五
年

所
在
地
：
マ
ニ
ラ

☆
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
ア
イ

ラ
ン
ズ
校
（
米
国
・
公
立
）

創
立
：
二
〇
〇
二
年

所
在
地
：
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

☆
ブ
カ
レ
ス
ト
経
済
研
究
大
学
（
ル
ー
マ
ニ
ア
・
国

立
）

創
立
：
一
九
一
三
年

所
在
地
：
ブ
カ
レ
ス
ト

☆
使
徒
聖
パ
ウ
ロ
情
報
科
学
技
術
大
学
（
マ
ケ
ド
ニ

ア
・
公
立
）

創
立
：
二
〇
〇
九
年

所
在
地
：
オ
フ
リ
ド

☆
中
国
社
会
科
学
院
大
学
・
大
学
院
（
中
国
・
国
立
）

創
立
：
一
九
七
八
年

所
在
地
：
北
京
市

☆
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
立
大
学
（
米
国
・
公
立
）

創
立
：
一
九
〇
九
年

所
在
地
：
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州

☆
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
ド
ミ
ン
ゲ
ス
・
ヒ
ル

ズ
校
（
米
国
・
公
立
）

創
立
：
一
九
六
〇
年

所
在
地
：
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

☆
コ
ロ
ン
ボ
大
学
（
ス
リ
ラ
ン
カ
・
国
立
）

創
立
：
一
九
二
一
年

所
在
地
：
コ
ロ
ン
ボ

☆
テ
ネ
シ
ー
工
科
大
学
（
米
国
・
公
立
）

創
立
：
一
九
一
五
年

所
在
地
：
テ
ネ
シ
ー
州

☆
イ
ス
ラ
エ
ル
工
科
大
学
（
イ
ス
ラ
エ
ル
・
国
立
）

創
立
：
一
九
一
二
年

所
在
地
：
ハ
イ
フ
ァ

☆
グ
ア
ダ
ラ
ハ
ラ
大
学
（
メ
キ
シ
コ
・
公
立
）

創
立
：
一
九
二
五
年

所
在
地
：
ハ
リ
ス
コ
州

☆
レ
ユ
ニ
オ
ン
大
学
（
フ
ラ
ン
ス
・
公
立
）

創
立
：
一
九
八
二
年

所
在
地
：
レ
ユ
ニ
オ
ン
島

●
経
営
学
部　

小
関
ゼ
ミ・菊
地
ゼ
ミ

鳥
取
大
学
地
域
学
部
と
研
究
交
流

経
営
学
部
小
関
隆
志
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
菊
地
端
夫
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
の
学
生
が
、
六
月
十
四
日
か
ら
十
五
日
に

か
け
て
、
鳥
取
大
学
地
域
学
部
に
お
い
て
、
本
学
校

友
で
も
あ
る
佐
藤
匡
准
教
授
（
専
門
：
憲
法
学
・
法

律
学
）
研
究
室
所
属
の
学
生
八
人
と
研
究
交
流
を
実

施
し
た
。
経
営
学
部
と
鳥
取
大
学
地
域
学
部
は
、
ゼ

ミ
レ
ベ
ル
で
の
交
流
や
、
科
目
等
履
修
生
と
し
て
鳥

取
大
学
か
ら
〝
国
内
留
学
〟
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て

き
て
お
り
、
今
回
は
鳥
取
県
の
連
携
促
進
事
業
の
補

助
金
を
活
用
し
、
六
人
の
経
営
学
部
生
が
鳥
取
大
学

を
訪
問
し
た
。

本
学
と
鳥
取
大
学
、
鳥
取
県
は
二
〇
〇
九
年
三
月

の
「
鳥
取
大
学
・
鳥
取
県
と
の
連
携
協
力
に
関
す
る

協
定
」
締
結
以
降
、
研
究
・
教
育
の
両
面
で
さ
ま
ざ

ま
な
連
携
交
流
を
実
施
し
て
き
て
お
り
、
経
営
学
部

に
お
い
て
も
鳥
取
大
学
地
域
学
部
と
の
学
生
交
流
の

強
化
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

今
回
の
訪
問
で
は
各
ゼ
ミ
の
学
生
か
ら
の
研
究
内

容
の
発
表
に
続
き
、
両
大
学
の
学
生
が
交
じ
り
合
っ

て
の
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

目
的
と
し
た
参
加
者
同
士
の
対
話
）
を
行
い
、
お
互

い
の
気
づ
き
の
共
有
や
相
互
理
解
に
努
め
た
。
そ
の

後
、
鳥
取
駅
前
に
移
動
し
て
両
大
学
の
教
員
、
学
生

参
加
に
よ
る
懇
親
会
が
開
か
れ
、
学
生
た
ち
は
時
間

を
忘
れ
て
親
睦
を
深
め
た
。
翌
日
は
本
学
創
立
者
の

岸
本
辰
雄
先
生
記
念
像
を
は
じ
め
鳥
取
市
内
の

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
も
実
施
し
た
。

教
員
間
の
協
議
で
は
今
後
も
経
営
学
部
、
鳥
取
大

学
地
域
学
部
で
の
学
生
同
士
の
交
流
を
積
み
重
ね
て
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い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

経
営
学
部
で
は
学
生
の
主
体
性
を
高
め
、
他
者
と

学
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拡
大
と
学
生
の
モ
ビ
リ
テ
ィ

向
上
を
目
的
に
、
今
後
も
鳥
取
大
学
地
域
学
部
を
は

じ
め
、
他
大
学
と
の
学
生
を
中
心
と
し
た
交
流
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

●
農
学
部

オ
リ
ジ
ナ
ル
芋
焼
酎「
黒
川
農
場
」が
完
成

黒
川
農
場
は
、
農
学
部
の
学
生
が
栽
培
・
収
穫
し

た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
焼
酎
「
黒

川
農
場
」
を
製
造
し
た
。
こ
れ
は
、
正
課
授
業
「
農

場
実
習
」
の
中
で
収
穫
さ
れ
た
紅
あ
ず
ま
と
黄
金
千

貫
と
い
う
芋
焼
酎
の
原
料
に
適
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を

使
用
し
、
校
友
で
㈱
尾
込
商
店
（
鹿
児
島
県
南
九
州

市
）
の
杜
氏
・
尾
込
宜
希
氏
（
一
九
九
二
年
経
営
学

部
卒
）
に
よ
っ
て
醸
造
さ
れ
た
も
の
で
、
芳
醇
な
香

り
と
ま
ろ
や
か
な
甘
さ
が
特
徴
の
本
格
芋
焼
酎
。
農

学
部
は
こ
の
試
み
を
通
し
て
、
農
作
物
の
栽
培
、
加

工
、
流
通
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

蓄
積
し
、
今
後
の
教
育
研
究
や
社
会
連
携
、
農
場
運

営
に
活
か
し
た
い
と
し
て
い
る
。

な
お
、
当
面
の
間
販
売
は
行
わ
ず
、「
農
学
部
学

術
教
育
振
興
資
金
」
へ
の
寄
付
に
対
す
る
返
礼
品
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
農
学
部
へ
の
寄
付
に
つ
い

て
詳
し
く
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

（https://w
w

w
.m

eiji.ac.jp/agri/giving/

）

●
寄
付
講
座

「
大
岡
信
の
美
の
ま
な
ざ
し
」

リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
は
六
月
二
十
二
日
、
詩

人
・
大
岡
信
氏
の
功
績
を
紹
介
す
る
Ｚ
会
寄
付
講
座

「
大
岡
信
の
美
の
ま
な
ざ
し
」
を
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ

ス
・
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ロ
ン
ト
で
開
催
し
た
。

大
岡
氏
は
、
詩
作
と
と
も
に
美
術
批
評
の
分
野
で

活
躍
し
、
美
術
関
係
者
と
の
交
流
も
深
か
っ
た
。
ま

た
、
明
治
大
学
で
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
教
鞭
を
執

り
、
二
〇
一
七
年
四
月
に
八
十
六
年
の
生
涯
を
閉
じ

た
後
、
同
氏
が
所
蔵
す
る
四
百
点
あ
ま
り
の
美
術
品

は
本
学
に
寄
贈
さ
れ
た
。

本
講
座
で
は
、
大
岡
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
を
手

掛
け
た
こ
と
も
あ
る
三
鷹
市
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
副
館

長
の
朝
倉
祐
一
朗
氏
が
登
壇
。
学
芸
員
で
あ
る
朝
倉

氏
が
大
岡
氏
へ
美
術
品
の
保
管
環
境
に
つ
い
て
助
言

す
る
と
、
大
岡
氏
は
「
元
は
真
っ
白
な
の
だ
か
ら
、

真
っ
白
に
戻
れ
ば
い
い
」
と
笑
顔
で
返
し
た
と
い

う
。
こ
の
言
葉
の
真
意
に
つ
い
て
、「
作
品
が
形
を

失
う
こ
と
に
執
着
せ
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
を
受
け
入
れ

て
い
く
。
目
の
前
に
あ
る
作
品
と
対
峙
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
伝
え
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
朝
倉

氏
は
分
析
し
た
。

さ
ら
に
、
大
岡
氏
に
親
し
い
美
術
家
や
美
術
作
品

を
紹
介
。
菅
井
汲
氏
の
絵
と
大
岡
氏
の
詩
の
共
作
に

つ
い
て
朝
倉
氏
は
「
成
功
と
失
敗
は
紙
一
重
。
作
品

か
ら
は
『
あ
る
種
の
覚
悟
』
が
感
じ
ら
れ
る
」
と
語

り
、
同
氏
が
紡
ぐ
言
葉
か
ら
浮
か
び
上
が
る
「
享

受
」
と
「
覚
悟
」
に
つ
い
て
触
れ
、
講
座
を
締
め
く

く
っ
た
。

●
駿
台
体
育
会

二
〇
一
八
年
度
団
体
優
勝
四
部
を
表
彰

二
〇
一
八
年
度
に
活
躍
し
た
体
育
会
ラ
グ
ビ
ー

部
、
ス
ケ
ー
ト
部
、
拳
法
部
、
ボ
ー
ド
セ
ー
リ
ン
グ

部
の
四
部
が
こ
の
ほ
ど
、
駿
台
体
育
会
か
ら
団
体
優

勝
部
表
彰
を
受
け
た
。

六
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
駿
台
体
育
会
総
会
で

は
田
部
井
茂
副
会
長
が
各
部
の
部
長
・
監
督
に
記
念

の
楯
を
贈
呈
。
各
部
を
代
表
し
て
謝
辞
に
立
っ
た
ラ

グ
ビ
ー
部
の
大
六
野
耕
作
部
長
（
副
学
長
、
政
治
経

済
学
部
教
授
）
は
、
駿
台
体
育
会
や
大
学
に
対
し
感

謝
の
念
を
示
し
た
上
で
、「
研
鑽
を
積
ん
で
こ
れ
か

ら
も
勝
利
を
重
ね
て
い
き
た
い
」
と
さ
ら
な
る
飛
躍

を
誓
っ
た
。

各
部
の
受
賞
は
下
記
の
と
お
り
。

◆
ラ
グ
ビ
ー
部
…
第
五
十
五
回
全
国
大
学
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
・
優
勝

◆
ス
ケ
ー
ト
部
…
第
九
十
一
回
日
本
学
生
氷
上
競
技

選
手
権
大
会
・
総
合
優
勝

◆
拳
法
部
…
第
六
十
三
回
全
日
本
学
生
拳
法
選
手
権

大
会
・
優
勝

◆
ボ
ー
ド
セ
ー
リ
ン
グ
部
…
二
〇
一
八
年
度
全
日
本

学
生
ボ
ー
ド
セ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
大
学
対
抗
戦
・

優
勝
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◆
駿
台
ト
ピ
ッ
ク
ス

●
第
十
五
回
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催

春
の
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
五
月
三
十
日
、

東
京
よ
み
う
り
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
十
八
名
の
参

加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
絶

好
の
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

新
ペ
リ
ア
方
式
に
よ

る
成
績
結
果
は
、
優
勝
は

グ
ロ
ス
で
も
二
位
だ
っ
た

木
村
健
一
会
員
（
昭
和
六

十
三
年
・
政
経
卒
）、
準

優
勝
は
常
連
の
髙
澤
徹
会

員
（
昭
和
四
十
四
年
・
経

営
卒
）、
第
三
位
は
オ
ー

プ
ン
ゴ
ル
フ
皆
勤
の
内
川

雄
一
郎
会
員
（
昭
和
五
十

四
年
・
経
営
卒
）
で
、
陶

芸
家
の
武
内
裕
会
員
作
に

よ
る
優
勝
カ
ッ
プ
と
陶
器
が
副
賞
と
し
て
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
は
40
・
44
で
回
っ
た
山
口

大
介
会
員
（
平
成
十
二
年
・
政
経
卒
）
で
し
た
。

十
一
月
二
十
八
日
に
は
、
十
六
回
目
に
な
る
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
が
、
東
京
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
（
埼
玉
県
狭
山

市
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
五
月
総
会
出
席
者

青
木
幹
則
、
青
柳
勝
栄
、
秋
山
隆
敬
、
浅
井
宏
、

安
達
明
正
、
阿
部
倫
明
、
入
会
前
同
伴
、
有
賀
隆

治
、
飯
田
和
人
、
石
川
か
お
り
、
石
川
均
、
伊
東
正

博
、
井
上
欽
也
、
猪
田
忠
、
伊
原
敏
雄
、
植
木
榮
、

上
西
紘
治
、
宇
川
一
夫
、
潮
田
伊
佐
夫
、
宇
敷
和

章
、
内
川
雄
一
郎
、
榎
本
知
佐
、
大
石
哲
也
、
大
野

正
美
、
大
橋
重
男
、
大
原
幸
男
、
大
前
実
之
、
奥
村

勝
広
、
鬼
塚
和
也
、
加
賀
美
猛
、
勝
俣
正
義
、
栢
森

靖
、
苅
部
彰
夫
、
河
村
博
、
神
林
光
、
木
村
健
一
、

草
間
謙
一
郎
、
小
島
清
治
、
五
味
道
雄
、
小
山
修
、

小
山
有
彦
、
根
田
哲
雄
、
齋
藤
柳
光
、
三
枝
富
博
、

櫻
井
保
彦
、
佐
藤
和
正
、
佐
藤
健
、
佐
藤
仁
、
佐
野

径
、
澤
野
太
嘉
嗣
、
城
川
博
孝
、
甚
野
捷
、
杉
浦
伸

二
、
鈴
木
紘
一
、
鈴
木
隆
志
、
関
孝
夫
、
関
根
均
、

瀬
戸
正
道
、
相
臺
志
浩
、
髙
澤
徹
、
武
内
裕
、
武
田

宣
夫
、
田
所
俊
弥
、
田
中
義
之
、
田
村
駿
、
樽
見
俊

之
、
辻
井
知
明
、
当
山
明
彦
、
德
丸
平
太
郎
、
富
水

流
孝
二
、
中
川
敏
洋
、
中
里
猛
志
、
長
瀬
幸
泰
、
中

根
武
、
長
堀
守
弘
、
中
村
康
一
、
中
村
豊
、
並
木
洋

一
、
二
井
康
夫
、
西
山
武
夫
、
二
宮
充
子
、
根
岸
伸

明
、
萩
原
裕
次
、
長
谷
川
進
一
、
長
谷
川
俊
也
、
畠

中
君
代
、
幡
谷
公
朗
、
塙
英
幸
、
羽
生
健
一
郎
、
馬

場
範
夫
、
原
田
榮
、
日
髙
憲
三
、
深
代
尚
夫
、
福
田

和
彦
、
福
見
勉
、
前
川
一
郎
、
槇
野
泰
、
松
崎
優

子
、
水
澤
元
博
、
宮
下
隆
、
向
井
眞
一
、
向
殿
政

男
、
村
岡
健
、
村
山
友
彦
、
室
井
恵
明
、
森
一
朗
、

柳
谷
孝
、
山
上
雅
隆
、
山
口
大
介
、
山
口
政
廣
、
山

田
憲
典
、
山
田
朝
彦
、
山
田
幸
夫
、
山
本
紳
、
弓
野

理
恵
、
渡
邉
一
治

【
編
集
後
記
】

今
年
の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
は
、
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
引
退
か

ら
始
ま
り
、
大
谷
選
手
の
連
日
の
活
躍
、
初
の
ロ
ン
ド
ン
遠

征
な
ど
話
題
に
事
欠
き
ま
せ
ん
。
一
方
、
日
本
の
プ
ロ
野
球

に
目
を
転
じ
る
と
、
三
度
目
の
原
監
督
体
制
と
な
り
、
数
年

ぶ
り
に
強
い
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
が
復
活
し
、
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス

は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
我
ら
が
母
校
野
球

部
の
活
躍
で
す
。
幕
開
け
は
春
季
六
大
学
リ
ー
グ
戦
で
、
十

勝
一
敗
一
分
け
と
全
チ
ー
ム
に
勝
ち
越
し
と
な
る
完
全
優
勝

を
二
〇
一
六
年
春
以
来
、
五
季
ぶ
り
に
達
成
し
ま
し
た
。

勢
い
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
六
月
の
全
日
本
大
学

野
球
選
手
権
で
は
、
初
戦
の
福
井
工
業
大
学
戦
を
９
対
2
、

準
々
決
勝
の
東
洋
大
戦
は
３
対
０
、
準
決
勝
の
東
農
大
北
海

道
戦
は
５
対
１
と
、
順
当
に
勝
利
を
積
み
重
ね
た
。
六
月

七
日
の
決
勝
は
、
エ
ー
ス
森
下
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
が
冴
え
わ
た

り
、
九
回
完
投
10
奪
三
振
と
佛
教
大
打
線
を
１
失
点
に
抑
え

６
対
１
と
、
見
事
勝
利
を
も
ぎ
取
っ
た
。

全
日
本
制
覇
は
三
十
八
年
ぶ
り
六
回
目
と
な
り
、
最
高
殊

勲
選
手
賞
・
最
優
秀
投
手
賞
に
は
、
十
八
回
登
板
、
二
勝
、

防
御
率
〇
・
五
〇
で
森
下
投
手
が
、
ま
た
、
首
位
打
者
賞
に

は
、
十
三
打
数
七
安
打
、
打
率
五
割
三
分
八
厘
で
北
本
選
手

が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
た
。

三
十
八
年
前
の
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）
年
は
、
下
名

は
中
学
生
の
青
春
真
っ
た
だ
中
で
、
毎
日
、
軟
式
ボ
ー
ル
を

追
い
か
け
て
い
た
。
甲
子
園
や
六
大
学
野
球
と
は
ま
っ
た
く

縁
が
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
母
校
の
活
躍
に
は
勇
気
を
与
え

て
も
ら
っ
た
。

野
球
部
の
歴
史
と
我
々
の
半
生
を
重
ね
合
わ
せ
、「
人
生
、

ど
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
や
苦
難
が
あ
っ
て
も
、
い
つ
か
は
チ
ャ
ン

ス
が
や
っ
て
く
る
！
」
と
い
う
言
葉
を
胸
に
、
新
し
い
令
和

の
時
代
を
生
き
抜
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
宮
本
浩
二
）


